
質
文
中
入
持
組
に
列
し
、
漢
書
由
香
と
な
り
、
貞
F
T

四

年
槌
め
、
元
紘
一苅
年
授
。

ナ
ガ
ハ
ラ
マ
サ
ハ
ル
一
北
原
政
張

沼
斡
治
兵
衛
。

左
京
学
政
の
次
子
で
、
延
卸
六
年
配
分
知
抗
百
石
を

受
け
、
後
三
百
石
を
加
へ
、
大
小
将
か
ら
次
第
に
昇

逃
し
て
魚
津
在
住
に
妥
台
、
正
徳
三
年
五
月
七
十
三

歳
を
以
て
夜
し
た
。

ナ
カ
ハ
ラ
モ
ト
ス
ケ
中
原
被
資

」
ヒ
ラ
タ
タ

ク
ミ
平
問
内
底
。

ナ
カ
ハ
ラ
モ
ト
ト
シ
中
原
職
俊

J
ヒ
ラ
タ
ダ

イ
ジ
ヨ
ウ
平
田
大
阪
。

ナ
ガ
ハ
ラ
ヨ
シ
ト
モ
一
北
原
好
知

遺
稿
恒
太
郎
。

府
内
廻
組
に
班
し
、
級
王
百
石
を
受
け
、
菜
、
永
以
降
揺

に
在
っ
て
凶

mに柑
M
m件
し
、
元
治
元
年
前
回
関
山
中
上

裕
の
際
、
病
を
務
め
て
狩
定
し
た
錦
、
四
月
廿
四
日

還
に
夜
し
た
。
時
に
年
三
十
一
一。

大
正
十
五
年
四
且

梢
凶
訓
祉
に
A
H
記
せ
ら
れ
た
。

ナ
カ
バ
ン
ド
リ
中
番
東

風
表
部
下
山
の
内
の

小
手
。ナ

カ
ピ
ラ
キ
中
開
羽
咋
郡
館
聞
の
内
の
小
手
。

ナ
ガ
マ
キ
長
巷
昔
時
の
大
路
万
の
切
で
、
身

の
回
目
さ
=
一
尺
肱
川、

柄
は
四
五
尺
。
も
と
上
闘
に
統
行

し
、
大
将
の
側
近
を
泌
る
共
と
い
ふ
。
中
容
・
野
太

万
・犬
殺
と
も
い
ひ
、
行
軍
の
途
中
で
は
草
木
を
倒

す
に
も
用
ひ
た
。
加
賀
滞
で
武
懇
の
一
一
肌
と
し
て
そ

れ
を
教
授
す
る
こ
と
は
、
滞
末
に
近

LVm恋
助
正
が

江
戸
で
ど
を
mm
潤
し
た
に
起
る
と
い
ふ。

ナ
カ
マ
チ
中
町

金
探
の
町
名
。
大
手
先
な
る

賂
坂
下
の
竪
町
で
、
域
内
か
ら
出
る
沼
筋
で
あ
る
。

ナ
ガ
マ
チ
長
町

金
擦
の
町
名
。
滞
政
申
は
都

ぺ
て
務
士
の
邸
地
で
あ
っ
た
。
古
来
火
災
な
〈
、
賀

路
の
大
火
に
も
そ
の
経
を
遮
れ
た
か
ら
、
諸
士
の
邸

宅
は
甚
だ
古
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
町
名
は
も
と
香

林
坊
下
か
ら
後
の
宗
叔
町
ま
で
絡
棋
の
長
か
っ
た
た
一

ナ
ガ

Z
ネ
ジ
ヨ
ウ

め
の
椴
で
あ
る
。
今
長
阿
川
岸
及
び
長
同
一
話
丁
か

一
ウ
芝
阪
城
。

ら
八
番
丁
ま
で
等
が
あ
る
。

一

ナ
カ
ミ
ヤ
ヒ
ザ
Z
チ
中
宮
久
遠

沼

m武
兵
衛
・

ナ
カ
マ
チ
ノ
ゴ
ウ
中
町
野
郷
以
東
側
に
凪
し
、
一
牢
兵
衛
。
安
永
七
年
新
設
に
列
し
、
天
明
元
年
御
近

滞
政
時
代
で
は
、
笛
目
・大
箱
・五
十
恩
・柳
悶
・石
井
・
一
割臼番
、
読
年
奥
御
納
戸
奉
行
と
な
り
、
七
年
薪
知
百

凶
光
・鴨
川・

姿
生
野
・徳
戚
・
徳
成
谷
内
・
束
・剛
山・

一
石
を
得
て
純
外
に
鑑
み
、
次
い
で
大
小
終
組
に
締
じ
、

長
尾
・小
間
生
・桐
畑
・
黒
川
・河
内
の
十
七
ヶ
村
が
あ

一
文
化
十
ご
年
荒
十
石
を
加
へ
、
文
政
一
一年
八
月
数
仕

っ
た
。
東
村
入
師
寺
山
牌
貞
治
三
年
部
潟
の
大
般
若
縦

一
し
て
十
五
人
扶
持
を
受
け
た
の
ν

子
孫
相
織
い
で
務
に

拠
岱
に
能
州
王
町
野
御
庄
町
宜
野
村
と
し
、
惚
永
六
年
一
仕
へ
る
o

m
m
お
の
も
の
に
は
臥
然
京
都
上
町
野
柳
川
村
と
あ
る

一

ナ
カ
ム
ラ
ア
ツ
ノ
リ
中
村
厚
徳
遇
税
左
蹄
・伊

か
ら
、
後
慌
の
中
町
野
郷
は
上
町
野
か
ら
分
離
し
た
一
線
。
邪
知
及
び
加

mA円
は
せ
て
七
百
石
に
至
ふ
り
、
前

も
の
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

一
回
吉
徳
の
御
部
屋
附
御
側
小
将
よ
り
、
写
保
九
年
物

ナ
カ
マ

J
Z
ヤ
仲
間
の
宮

邸
平
一郎
総
山
な
る

一
一m班
に
進
み
、
十
三
年
十
二
且
二
日
四
十

一
歳
を
以

今
の
春
日
前
枇
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
能
町
刊
誌
に
、
『
況

一
て
父
久
左
術
門
川
信
に
先
だ
ち
制
限
し
た
。
是
を
以
て

十
洲
よ
り
皆
且
へ
八
削
除
あ
り
o
此
出
濯
を
仲
間
の

一
原
徳
の
子
久
左
衛
門
狩
随
は
十
六
年
同
州
信
致
仕
の
融

筋
と
い
へ
り
。
仲
間
の
包

ιて
、
今
鵜
山
村
の
麓
利

一
三
百
石
そ
拠
い
だ。

と
す
。
此
地
に
昔
天
台
宗
の
大
寺
あ
り
し
と
て
、
仲
一

ナ
カ
ム
ラ
イ
ツ
カ
ヲ
中
村
逸
角

骨
組
究
中
村

聞
の
宮
は
彼
燐
寺
の
古
仰
全
納
め
た
る
宮
に
て
、
今

一
式
部
少
輔
一
氏
は
州
制
限
秀
吉
に
仕
へ
て
駿
河
十
七
部

に
古
仰
あ
り
。
ま
た
邸
内
に
法
諜
の
凶
向
守
彫
た
る

一三
千
石
を
領
し
、
副
交
伯
品
百
守
忠

一
は
徳
川
家
肢
に

石
格
数
多
あ
ふ
り
。
県
外
地
名
に
法
政
坊
・妓
林
坊
停

一
従
ひ
、
伯
笛
で
同
じ
荷
を
受
け
た
。
叩
ω
・一
の
子
辺
心
、

と
今
に
都
す
。
叉
近
柑
却
に
一
向
宗
の
誼
鋭
敏
多
あ
り
。

一
後
に
牢
泊
し
て
江
戸
に
時
旬
、
地
向
は
そ
の
子
で
あ

此
寺
の
坊
中
の
ぽ
宗
せ
し
も
の
な
り
と
い
へ
り
。
』
と

一
っ
た
。
凶
安
四
年
来
っ
て
前
凶
利
治
に
仕
へ
、
五
百

あ
る
。

一
行
宇
一変
け
、
点
目
T

元
年
間
目
。
子
孫
滞
に
引
裂
す
る
。

ナ
ガ
Z
本
長
山
富

白
山
富
班
雌
都
中
記
録
享

一

ナ
カ
ム
ラ
イ
ヘ
マ
ザ
中
村
家
正

次
郎
兵
衛
・八

蔽
四
年
間
五
月
九
日
の
僚
に
、
『
依
=
本
願
寺
下
知
之

一
郎
兵
衛
・
刑
部
と
抑
制
し
た
o
指
腐
の
人
O
V
A
は
肥
前

恕

f
超
勝
寺
ト
若
松
諮
谷
山
間
前
搬
一
凶
同
心
Y

部
一
昨
寸
疋
説
。
家

E
初
め
円
十
宮
多
努
家
に
仕
へ
、
主
君
の

論
・一シ
飢
趨
勝
寺
成
敗
段
也
。
然
ハ
組
肪
寺
本
m
M
寺
一

一
括
bz迎
へ
て
除
求
を
取
と
し
、
職
漸
次
抽
出
し
て
七
千

致
J
F

木
簡
寺
方
を
成
、
山
内
内
取
ノ
カ
ル
、
也
。
此

一
抗
百
石
と
な
り
、
老
肢
に
列
し
、
怨
政
あ
っ
て
能
〈

時
閥
然
防
ハ
長
山
吉
テ
山
内
衆
ト
取
A
n
也
。
』
と
あ
る
。
一
財
官
辺
し
、
任
用
甚
だ
置
か
っ
た
が
、
後
岡
山
川
と
磁

文
脈
を
見
る
に
長
笥
は
、
白
山
山
部
山
内
庄
の
咽
喉
一
し
〈
、
致
仕
し
て
隆
長
四
年
京
師
に
隠
れ
、
次
い
で

に
お
る
厨
と
思
は
れ
弔
が
、
今
明
ら
か
で
な
い
ρ

一
加
賀
に
来
た
の
で
、
前

m利
長
は
越
巾
五
箇
山
に
居

ナ
ガ
Z
ネ

長

峰

江

沼

郡
山
代
の
茄
~内
に
長
崎

一
ら
し
め
た
が
、七
年
召
し
還
し
て
二
千
石
を
賜
は
り
、

が
あ
っ
た
が
、
後

雌

悶

絶

し

た

。

都

政

を

理

せ

し

め

、
大
坂
役
に
は
足
腕
聞
と
な
っ
て

従
軍
し
、
寛
永
十
三
年
夜
し
た
。
子
孫
政
家
に
労
か

れ
滞
に
引
裂
す
る
。

ナ
カ
ム
ラ
ウ
タ
エ
モ
ン
中
村
歌
右
衛
門

倣
右

衛
門
は
屋
蹴
を
加
賀
屋
、
例
名
を
一
先
と
い
う
た
。

金
拐
の
陪
聞
大
関
俊
安
の
子
で
、
初
名
は
柴
之
介
。
幼

よ
り
放
縦
に
し
て
担
訟
を
好
ま
ず
、
逢
に
家
殺
を
奨

て
之
裕
士
の
侠
と
な
り
、
後
大
坂

・
江
戸
に
抗
旋
す

る
こ
と
数
年
、
遂
に
中
村
源
左
衛
門
の
門
に
入
っ
て

俳
優
と
な
り
、
抱
保
二
年
京
都
早
川
山田
墜
に
号
拐
し
、

延
写
四
年
大
坂
の
大
松
百
助
座
に
制
じ
て
、
希
代
の

質
問
問
と
都
せ
ら
れ
た
。
天
明
九
年
中
之
座
に
於
い
て

一
例
一
代
の
狂
言
を
抽
出
ず
る
に
去
る
ま
で
、。
初
技
五

十
八
年
の
久
し
き
に
及
び
、
寛
政
三
年
十
月
官
九
日

七
十
四
歳
で
授
。
文
政
六
年
追
悼
の
僻
を
金
仰
卯
以

誕
成
寺
に
樹
て
た
。
そ
の
子
市
兵
制
刷
、
三
代
猷
右
術

門
と
な
っ
た
。
名
は
芝
瓶
、
後
に
梅
玉
、
又
は
百
戯

悶
と
蹴
し
、
狂
言
作
者
と
し
て
は
金
冊
仲
間
玉
と
い
う

た
。
天
保
九
年
七
且
十
三
日
夜
。
平
年
六
十
一
。

ナ
カ
ム
ラ
カ
ス
ガ
シ
ヤ
中
村
春
自
社

石
川
郡

中
門
部
訴
名
d

に
在
る
。
金
仰
の
阿
川
春
日
祉
も
、
こ

の
榊
扱
を
制
的
し
た
所
で
、
も
と
本
山
授
の
修
験
問H

久
寺
が
雨
祉
の
別
お
を
鍛
ね
て
ゐ
た
。
明
治
一
兆
年
一岬

仰
山
山
清
禁
止
の
後
、
前
裁
は
巾
村
一岬
祉
、
後
半
u
は
陪

川
耐
散
と
改
め
た
。

ナ
カ
ム
ラ
カ
ツ
マ
サ
中
村
克
正

幼
名
長
松
、

後
宇
兵
衛
・県
勝
。
初
蹄
寂
好
。
元
級
車
年
十
四
歳
で

前
回
綱
紀
に
召
出
さ
れ
、
亡
父
知
行
の
内
二
一白
石
を

受
け
、
十

一
年
出
世
小
将
、
開H
永
七
年
奥
小
持
番
m
m
と

な
り
、問
珂
廻
副
・
定
番
聞
を
勤
め
、
線
千
百
五
十
石
に

奈
る
。
延
享
四
年
致
仕
し
て
己
朽
と
稿

L
、
資
永
一
元

年
間
六
且
十
二
日
七
十
三
畿
で
夜
。
そ
の
若
に
松
笠

公
夜
話
・元
総
中
目
録
一
名
中
村
山
県
陪
狸
容
が
あ
る。

克
正
の
系
統
の
前
後
は
不
明
の
や
う
で
あ
る
。

十
力

長
峰
披

l
v
シ
パ
ハ
ラ
ジ
ヨ

...... 
J、
一
... 国，、


